
（別紙３）

～ 2024年12月14日（土）

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

～ 2024年12月14日（土）

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・本年度も行ったが、静岡市発達障害者支援センターきらり

のペアレントメンター派遣事業と連携して、先輩ママさんを

講師に迎えての保護者会などについては継続して開催してい

ければと考えている。

2

・朝のMTを充実させ、情報共有の漏れがないようにしてい

く。

・日ごろから子どものあらわれを話題にし、全職員で共有し

ていけるようにしていく。

3

・引き続き、キラリ高校、アクセスジョブ静岡との連携を

図っていく。キラリ高校に通いながらあいあい新静岡校に通

うという選択肢があることをアピールしていく。また、卒業

後にアクセスジョブ静岡という選択肢があることをアピール

していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・運営規定や各種マニュアルなどは玄関のファイルに綴じて

あること、いつても閲覧可能であることを随時LINEなどでア

ピールしていく。

2

・現状、車いすを利用する子どもの利用はないが、万が一そ

ういったお子さんの利用がある場合には、バリアフリーに対

応できるあいあい静岡駅南校をご紹介する。

3

・地域の方との交流はないものの、地域の企業との連携とい

う点では、タミヤ模型とイベント「オリジナルビルド」を開

催してきた。こうした地域の企業との連携は今度も継続して

いきたい。

保護者会、ペアレントプログラムをはじめとする保護者支援の

取り組み

・学期に1度くらいを目標に保護者会を開催してきた。ふだん

のフィードバックやモニタリング面談での保護者様の語りにヒ

ントを得て、時期を逸しない形で保護者会を開催してきた。

全職員が関わっての支援プログラムの立案や個別支援計画・モ

ニタリングの運用などについて

・あいあい新静岡校は担当制ではなく、基本的には毎回指導員

が入れ替わる形で、複数の指導員で子どもの支援にあたる体制

をとっている。より多くの目で、複眼的に多角的に子どもをと

らえ、支援にあたっていくことができればと考えている。

系列のキラリ高校、アクセスジョブとの連携による切れ目のな

い支援を目指す

・あいあい新静岡校に通所している子でキラリ高校に在籍して

いる子のケースでは、定期的にキラリ高校と関係機関連携会議

を開催し、情報の共有を図ってきた。

・アクセスジョブとも就労に向けた保護者会などで連携を図っ

てきた。

地域との連携が不足しているという点

・地域の子どもとの連携、地域住民を招待してのイベントの企

画などについてはなされていない。

・一方、隣家の方とは1年に1度はごあいさつに出向き、顔の

見える関係性を築いてきている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

玄関の掲示スペースがせまく、運営規定や各種マニュアルなど

がファイルに綴じて配置してあるという点

・玄関の掲示スペースがせまく、本来は掲示して保護者に内容

を開示するべきものが、ファイルに綴じて見ていただく形をと

らざるを得ない、

バリアフリーに対応しきれていない建物のつくりであるという

点

・2階の支援室にあがるには基本は階段となるが、場合によっ

てはキラリ高校側のエレベーターを利用することも可能であ

る。

・トイレは男女別で用意されているが、バリアフリー型ではな

い。

2024年12月14日（土）

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年1月6日（月）

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 あいあい新静岡校

○保護者評価実施期間
2024年10月23日（水）

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

あいあい新静岡校
公表日 2025 年 　2月　    15日

利用児童数 6人 回収数 6人中6人回収

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 6 0 0 0

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 6 0 0 0

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

4 1 1 0

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
5 0 0 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
6 0 0 0

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
6 0 0 0

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

6 0 0 0

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

6 0 0 0

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 6 0 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
6 0 0 0

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
4 1 0 1

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
6 0 0 0

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 6 0 0 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

6 0 0 0

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
5 1 0 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 6 0 0 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 6 0 0 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

6 0 0 0

保

護

者

へ

の

説

明

等

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

〇ペアレントプログラムの講座を企画し、呼

びかけてきました。

〇個別支援計画の作成の際には、保護者様に

丁寧に説明をするとともに、その意向を確認

するようにしております。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

〇部屋は面談室を含めると4部屋あります。

〇毎日、4名の指導員が常駐できるようなシス

テムをとっております。

〇1階と2階は基本的には階段ですが、場合に

よってはエレベーターで昇り降りすることも

可能です。

〇刺激を避けるため、部屋の中はできる限り

シンプルになるよう心がけております。

〇保育士、幼稚園や小学校の教員免許、児童

指導員、認定心理士などの資格を持った者が

支援にあたっております。

〇支援プログラムは子ども一人一人によって

異なります。

〇ふだんの子どもの様子、保護者様からの聞

き取り、そしてすべての指導員さんからの多

角的なアセスメントを経て、個別支援計画を

作成しております。

〇個別支援計画には「本人支援」「家族支

援」「移行支援」の３つの項目で支援目標と

内容を明記しております。

〇個別支援計画に基づいたプログラムを提供

しております。

〇子どもの様子、保護者様からの聞き取りを

もとに、活動プログラムは柔軟に修正しなが

ら取り組んでおります。

〇地域の他の子どもとの交流は現在のところ

行っておりません。

〇契約のときに、利用者負担など、説明させ

ていただいております。

〇毎回の保護者様との話（フィードバック）

の時間を充実できるよう努めております。

〇ペアレントプログラムの講座のほかにも、

家族支援（事業所内相談）の呼びかけをして

おります。

〇お子さん、保護者様に寄り添えるよう、研

修を重ねてきております。

〇本年度は7月6日（土）に不登校をテーマと

した保護者会を、10月19日（土）にはペアレ

ントメンターさんを招いての保護者会を実施

してきました。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

6 0 0 0

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
6 0 0 0

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

6 0 0 0

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 6 0 0 0

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

5 1 0 0

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
6 0 0 0

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
6 0 0 0

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
5 0 0 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 6 0 0 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 6 0 0 0

29 事業所の支援に満足していますか。 6 0 0 0

非

常

時

等

の

対

応
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護

者
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等
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足

度

〇お子さんが通所を楽しみにしてもらえるよ

う、引き続き職員一同がんばってまいりま

す。

〇引き続き、支援に満足していただけるよ

う、職員一同がんばってまいります。

〇家族支援（事業所内相談）は常時受け入れ

ております。引き続き、LINEなどで周知して

いくようにします。

〇引き続き、安心感をもって通所していただ

けるよう、職員一同がんばってまいります。

〇ふだんのフィードバックの時間の充実、

LINEをとおしての情報伝達などに力を入れて

おります。

〇LINEで様々な情報を配信してまいりまし

た。

〇個人情報の取扱いについては十分に留意し

ております。

〇防災訓練マニュアル、感染症予防マニュア

ルなどについては玄関のファイルに挟んであ

り、いつでも閲覧することができます。

〇訓練は毎月実施してきております。

〇毎月、防災訓練を実施してきております。

〇安全計画に基づいて学期に1回、安全点検を

実施してきました。その他。通所の安全を確

保できるように努めております。

〇万が一のケガなどについては応急処置をす

るとともに、速やかに保護者様に連絡をする

体制を整えております。



（別紙５）

あいあい新静岡校
公表日 　   2025 年 　  2 月    15 日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 6 0

〇定員は基本的に一日当たり10名までお受けして

います。支援室は面談室を含め、最大で4部屋まで

確保できます。

〇広い部屋が2部屋、狭い部屋が2部屋あります。

お子さんの活動の実態に合わせてどの部屋を使う

のか確認していくようにします。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
6 0

〇毎日、4名の指導員が常駐できるようなシステム

をとっております。

〇職員が体調不良などでお休みになる場合には、

他教室にヘルプ配置を求めるようにします。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

5 1

〇1階と2階は基本的には階段ですが、場合によっ

てはエレベーターで昇り降りすることも可能で

す。

・トイレがバリアフリー対応ではない（車いす）

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
6 0

〇刺激を避けるため、部屋の中はできる限りシン

プルになるよう心がけております。

・運動の際には広い部屋を使用するなど、必要に

応じた環境を提供している。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
6 0

〇部屋は面談室を含めると4部屋あります。基本的

にはお子さんと指導員さんとの1対1での個別対応

に特化しております。

〇子どもはそれぞれ個別に部屋を使うことができ

る環境にあります。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
6 0

〇プログラムの立案、振り返り、個別支援計画や

モニタリング文書の作成など、全職員が参画する

体制でおります。

〇全職員の参画のもと、プログラムの立案や個別

支援計画・モニタリング文書の作成などに取り掛

かっております。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
6 0

〇毎年11月～12月にかけて、事業所評価を実施

し、保護者の皆様の声を集めようとしています。

〇事業所評価のまとめについては全職員傘下の

ミーティングを行い、全体で共有するとともに、

改善点を洗い出し、次年度の課題としておりま

す。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
6 0

〇職員間では定期的に面談を実施し、職員の意見

を把握できるよう努めております。

〇職員から提案された意見は事業所運営に反映す

るように努めております。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
0 6

・第3者評価は行っていない。

〇第3者評価は実施しておりません。

〇第3者評価については今後の課題となっておりま

す。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
6 0

〇静岡市発達障害者支援センターきらりの専門研

修をはじめ、各種研修に参加しております。

・積極的に研修に参加している。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 6 0
〇支援プログラムはチームで立案し、その都度修

正をしながら取り組んでおります。

〇令和7年春に支援プログラムを公表する予定で

す。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

6 0

〇ふだんの子どもの様子、保護者様からの聞き取

り、そしてすべての指導員さんからの多角的なア

セスメントを経て、個別支援計画を作成しており

ます。

〇変化する子どもの様子を柔軟につかみ、アセス

メントとしております。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

6 0
〇すべての指導員さんの参画のもと、個別支援計

画を作成しております。

〇全職員の参画のもと、個別支援計画の作成を

行っております。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
6 0

〇個別支援計画にのっとった活動プログラムを展

開しております。

〇支援プログラムを立案する際には必ず個別支援

計画にのっとったものとなるよう、確認しており

ます。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

6 0

〇年度初めに2種類のアセスメントシートを使って

アセスメントをとっております。また、日々の子

どもの様子や保護者様の語りについては全職員で

共有しております。

〇年度初めにお願いするアセスメントシートは内

容を全職員で共有し、支援に活用しております。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

6 0

〇個別支援計画には「本人支援」「家族支援」

「移行支援」の３つの項目で支援目標と内容を明

記しております。

〇児童発達支援の場合は、多くのケースで園（こ

ども園、幼稚園、保育園）との連携をするように

努めております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 6 0

・複数の指導員で担当しているため、活動プログ

ラムもチームで立案している。

〇朝のミーティングを経て、プログラムのその都

度の修正を行っております。

〇プログラムはチームで検討、修正を重ねなが

ら、子どもの実態にあったものに常に変化してい

けるよう努めております。
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18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 6 0

〇子どもの様子、保護者様からの聞き取りをもと

に、活動プログラムは柔軟に修正しながら取り組

んでおります。

〇子どもの様子や保護者様からの聞き取りをもと

に、活動プログラムは固定化することのないよう

に努めております。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
6 0

〇児童発達支援はまだ人数が少ないですが、ある

程度の人数が集まったら、小集団も検討しており

ます。

・必要に応じて小集団活動にも対応している。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

6 0

〇毎朝ミーティングを行い、子どもの様子、保護

者様の語りを全体で共有する時間を設けておりま

す。

〇毎朝ミーティングを行い、支援の内容や役割分

担などについて確認しております。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
5 1

〇支援終了後のミーティングは実施しておりませ

んが、朝のミーティングを充実させております。

〇支援終了後のミーティングは実施しておりませ

んが、その分、朝のミーティングを充実させてお

ります。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
6 0

〇支援を行ったならば必ず支援記録を作成してお

ります。

〇支援記録は支援実施の翌日、翌々日には完成す

るように努めております。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
6 0

〇モニタリングは6か月以内に1度、実施しており

ます。

〇モニタリングをとおして保護者様の思いを聞き

取り、個別支援計画に反映できるようにしており

ます。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
6 0

〇サ担会には児童発達支援管理責任者と指導員と

複数で参加しております。

〇サ担会には児童発達支援管理責任者と指導員と

複数で参加しております。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
6 0

〇必要に応じて関係機関連携会議を実施し、こど

も園や幼稚園、保育園などと連携してきました。

小中学校との連携の実績もあります。

〇こども園や幼稚園、保育園と連携を重ねてまい

りました。場合によっては小中学校との連携の実

績もあります。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

6 0

〇関係機関連携会議を行い、園での集団での生活

の様子を聞き取り、あいあいでの個別支援に生か

すシステムをつくっております。

〇こども園や幼稚園、保育園と連携を重ね、園と

あいあいとで足並みがそろうように努めてまいり

ました。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
5 1

〇希望があれば、小中学校、あるいは特別支援学

校との情報共有をすることもできます。

〇希望があれば柔軟に連携をすることができま

す。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
0 6

〇地域の他の子どもとの交流は現在のところ行っ

ておりません。

・交流は行っていないです。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
6 0

〇毎回の保護者様との話（フィードバック）の時

間を充実できるよう努めております。

〇保護者様との話（フィードバック）で話題に

なったことについては、朝のミーティングなどで

全体に共有しております。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

6 0
〇ペアレントプログラムの講習を企画し、呼びか

けてきました。

〇ペアレントプログラムの講座を開催してきまし

た。令和6年度は、令和7年1月～3月にかけて開催

しました。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
6 0

〇契約のときに、利用者負担など、説明させてい

ただいております。

〇契約にときに利用者負担などについて説明する

とともに、上限管理のあるお子さんについては毎

月上限管理結果の説明を行っております。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

6 0

〇個別支援計画の作成の際には、保護者様に丁寧

に説明をするとともに、その意向を確認するよう

にしております。

〇個別支援計画については保護者様に丁寧に説明

するとともに、柔軟に修正しながら、子どもの実

態にあったものへとver.upしていっております。

31 3 3

〇静岡市発達障害者支援センターきらりからの

スーパーバイズについては、ペアレントプログラ

ムでは受けておりますが、通常の支援場面では

スーパーバイズは受けておりません。

〇通常の支援場面ではスーパーバイズは受けてお

りませんが、静岡市発達障害者支援センターきら

りの外部研修には例年参加してきております。
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37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
6 0

〇個別支援計画の作成の際には、保護者様に丁寧

に説明をするとともに、その意向を確認するよう

にしております。

〇個別支援計画の説明をしたならば、保護者様か

ら同意のサインをいただくようにしております。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
6 0

〇ペアレントプログラムの講座のほかにも、家族

支援（事業所内相談）の呼びかけをしておりま

す。

〇家族支援（事業所内相談）の呼びかけと、学期

に1回程度の保護者会の開催を続けてきました。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

6 0

〇本年度は7月6日（土）に不登校をテーマとして

保護者会を、10月19日（土）にはペアレントメン

ターさんを招いての保護者会を実施してきまし

た。

〇来年度も学期に1回程度の保護者会を企画できれ

ばと思います。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

6 0
〇家族支援（事業所内相談）は常時受け入れてお

ります。

〇家族支援（事業所内相談）は常時受け入れてお

ります。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

6 0 〇LINEで様々な情報を配信してまいりました。

・ブログ、インスタグラムなどのSNS活動を行

い、イベント情報、日々の活動を発信している。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 6 0
〇個人情報の取り扱いには十分に留意しておりま

す。

〇個人情報の取り扱いには十分に留意しておりま

す。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
6 0

〇毎回のフィードバックを充実させられるよう、

努めております。

〇毎回の保護者様との話（フィードバック）を充

実できるよう、努めてまいりました。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
0 6

〇地域住民との交流の機会は設けてきておりませ

ん。

〇ただ、地域の企業との連携（タミヤ模型など）

については進めてまいりました。

〇今年度も地域の企業（タミヤ模型、ヤマハな

ど）との連携に努めてまいります。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

6 0

〇防災訓練マニュアル、感染予防マニュアルなど

については玄関のファイルに挟んであり、いつで

も閲覧することができます。

〇訓練は毎月実施してきております。

〇令和6年12月には防災マニュアルを葵消防署に添

削していただきました。防災訓練もver.upできれ

ばと考えております。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
6 0 〇BCPに基づいた訓練も実施しております。

〇BCPに基づいた訓練も実施しております。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
6 0

〇服薬やてんかん発作などについては年度初めの

アセスメントシートにて確認をしております。ま

た、その都度変化する情報を全体で共有しており

ます。

〇服薬やてんかん発作などについては年度初めの

アセスメントシートにて確認をしております。ま

た、その都度変化する情報を全体で共有しており

ます。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
6 0

〇あいあいの中で食べ物を食べるプログラムは提

供しておりません。

〇お菓子を配るときには食物アレルギーがないか

確認するようにしています。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
6 0

〇安全計画に基づいて学期に1回、安全点検を実施

してきました。その他、通所の安全を確保できる

よう、努めております。

〇今年度も安全計画にのっとった安全点検などを

充実させてまいります。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
6 0

〇安全計画に基づく通所の安全確保（通所自立支

援加算など）については個別に説明をしてまいり

ました。

〇通所自立支援加算をとるケースでは個別に保護

者様と連携をしてまいりました。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
6 0

〇ヒヤリハットは事業所内で共有し、再発防止に

向けて検討をしております。

〇細かな出来事でもヒヤリハットを共有してまい

りました。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
6 0

〇虐待防止委員会は毎月開催してきました。職員

の意識の向上に一役買っています。

〇事業所内で虐待防止委員を選定し、研修を重ね

てまいりました。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

6 0
〇身体拘束の際の留意事項については教室内研修

を実施して全体で共有をしております。

〇やむを得ず身体拘束をする際にはマニュアルに

沿って子どもや保護者様に十分な説明をしてまい

ります。
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